
汚濁負荷量測定手法届出書 記載方法

①報告の提出日を記入します。（西暦でも和暦でも構いません。）
（測定手法を開始変更等する日のあらかじめの提出です。）

②届出者に次の事項を記入します。
・法人の住所・名称
・代表者の役職・氏名（法人の場合、原則代表者となります。）
・郵便番号・電話番号

③事業場の名称を記入します。（以前に届け出た事業場名称）

④事業場の所在地を記入します。（以前に届け出た事業場所在地）

①

②

③

④

※この届出書は、東京湾及びその流域に排水を５０ｍ3／日以
上排出する水質総量規制が適用される事業者が対象です。
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①事業場から排出される排水の量を記入します。
直近に届け出た水質汚濁防止法第５条第１項又は第７条の別紙５
「排出水の排水系統別の汚染状態及び量」の排出水量となります。

②ＣＯＤなど各測定項目に対し採用する測定方法に〇を記入します。
排出水の量が４００ｍ3/日以上の事業場は原則、自動計測器により
計測してください。なお、自動計測器による測定が困難な場合は例
外が認められていますので、次ページを参照してください。
排出水の量が４００ｍ3/日未満の事業場はいずれの方法でも構いま
せん。

③担当者の所属・氏名・電話番号・ＦＡＸ番号・メールアドレスを記
入します。

①

②

③
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①自動計測器による計測場所又は採水場所の番号を記入します。
任意の番号で、別図１及び別図２と整合させてください。

②ＣＯＤ・Ｔ－Ｎ・Ｔ－Ｐの各項目の測定方法を記入します。
自動計測器の場合：メーカー名、型式
指定計測法の場合：指定計測法（JIS K0102 17）

③計測頻度を記入します。
自動計測器の場合：「連続」

計測器によっては、１回／時間のものもあります。
指定計測法の場合：「１回／３０日（８時、１６時、２４時）」

排出水の量に応じて計測頻度が異なります。
５０ｍ3/日以上１００ｍ3/日未満：１回／３０日

１００ｍ3/日以上２００ｍ3/日未満：１回／１４日
２００ｍ3/日以上４００ｍ3/日未満：１回／ ７日
※上記の回数以上、測定してください。
また、１日当たり３回以上の測定になります。

④自動計測器を設置する工事着手予定年月日等を記入します。
⑤ＣＯＤ自動計測器・簡易ＣＯＤ計の場合、換算式を記入します。
指定計測法の場合、「自社分析」や「計量証明事業所による委託分
析」などと記入します。

⑥排出水の量が４００ｍ3/日以上の場合、原則自動計測器による計測
になりますが、困難な場合はその根拠を記入します。
詳細な根拠は、各項目ごとの県告示を参照してください。

⑦自動計測器を用いる場合、次の資料を添付してください。

添付する資料に☑を入れます。

・計測器の仕様書
・計測器の管理方法の概要（保守点検等）
・その他資料（機器選定の根拠や換算式の根拠等）

① ② ③
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④ ⑤

⑥

⑦

ＣＯＤ：環境庁告示20号化学的酸素要求量に係る汚濁負荷量の測定方法によ
る神奈川県告示第163号環境庁告示第20号の知事が定める測定方法

Ｔ－Ｎ：環境庁告示77号窒素含有量に係る汚濁負荷量の測定方法による神奈
川県告示第484号環境庁告示第77号の知事が定める測定方法

Ｔ－Ｐ：環境庁告示78号窒素含有量に係る汚濁負荷量の測定方法による神奈
川県告示第485号環境庁告示第78号の知事が定める測定方法



①流量計による計測場所の番号を記入します。
任意の番号で、別図１及び別図２と整合させてください。

②排水量の計測方法を記入します。
流量計等の計測器の場合：計器の名称、メーカー名、型式
環境庁告示20号別記2(3)の場合：

「容器（水槽）による計測（JIS K0094 8.2）」等
③計測頻度を記入します。
流量計等の計測器の場合：「連続」
環境庁告示20号別記2(3)の場合：

「５回／日(８、１０、１２、１４、１６時)」
④流量計等の計測器を設置する工事着手予定年月日等を記入します。
⑤流量算出の換算式がある場合には、換算式を記入します。
また、記録計の有無についても記入します。

⑥排出水の量が４００ｍ3/日以上の場合、原則流量計等の計測器による
計測になりますが、困難な場合はその根拠を記入します。
詳細な根拠は、県告示を参照してください。

⑦流量計等の計測器を用いる場合、次の資料を添付してください。

添付する資料に☑を入れます。

・流量計等の計測器の仕様書
・その他資料（機器選定の根拠や換算式の根拠等）

①
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② ③ ④ ⑤

⑥

⑦

ＣＯＤ：環境庁告示20号化学的酸素要求量に係る汚濁負荷量の測定方法によ
る神奈川県告示第163号環境庁告示第20号の知事が定める測定方法

Ｔ－Ｎ：環境庁告示77号窒素含有量に係る汚濁負荷量の測定方法による神奈
川県告示第484号環境庁告示第77号の知事が定める測定方法

Ｔ－Ｐ：環境庁告示78号窒素含有量に係る汚濁負荷量の測定方法による神奈
川県告示第485号環境庁告示第78号の知事が定める測定方法



①⑧⑮計測場所を記入します。別図１、２と整合させてください。

②⑨⑯算定式を３、４ページの計測場所番号を用いて記入します。

③⑩⑰算定方法を㉒から選択して記入します。
指定計測法による場合などは「4.その他」となり、次のような
具体的な算定方法を記入します。
「１日３回の分析結果の平均値 × 日排水量」等

④⑪⑱各計測場所ごとの特定排出水の各項目（ＣＯＤ・Ｔ－Ｎ・Ｔ－
Ｐ）の濃度を記入します。
※直近に届け出た水質汚濁防止法第５条第１項又は第７条の別
紙５「排出水の排水系統別の汚染状態及び量」の汚染状態

（濃度）を参考にしてください。

⑤⑫⑲各計測場所ごとの特定排出水の量を記入します。合計は２ペー
ジの特定排出水量に一致します。
※直近に届け出た水質汚濁防止法第５条第１項又は第７条の
別紙５「排出水の排水系統別の汚染状態及び量」の特定排出
水の量を参考にしてください。

⑥⑬⑳負荷量を次の式により算出し、記入します。
算定式：濃度(mg/L)×排水量(m3/日)÷1,000

例：10 × 2,500 ÷ 1,000 ＝ 25（kg/日）

⑦⑭㉑負荷量の捕捉率を算出し、記入します。
原則、捕捉率の合計が１００％になります。
例：25 ÷ 32.5 × 100 ＝ 76.9（％）

①

5
㉒

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑



①排水系統及び測定場所の概略図を記入します。
３～５ページで記入した計測場所の番号を記入してください。
※直近に届け出た水質汚濁防止法第５条第１項又は第７条の水バラ
ンスシートに測定場所を記入しても作成できます。
その際は、「添付書類のとおり」を記入し、排水系統図を添付し
てください。

②各項目ごとに３、４ページで記入した計測場所の番号を記入します。

①
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②



①事業場の平面図に次の事項を記入します。
・用水及び排水の系統
系統別に色分けしてください。

・特定排出水の採取場所（自動計測の場合、計測器の設置場所及び水量計測場所）
３～５ページの計測場所の記号を図面に記入してください。
※直近に届け出た水質汚濁防止法第５条第１項又は第７条の排水系統図に測定場所を記入しても作成できます。 7

①
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